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研究成果の概要（和文）：第一高等学校（およびその前身）を中心とする旧制高等学校の、科学・

工学教育の変遷、特に明治期における物理学および図学・測量関連の科目の時間数・内容の変

遷について明らかにした。教育全体に変革のあった明治 19 年における変化が最も大規模なも

のであったが、以後も、本郷移転のあった明治 22 年などに小規模な改革が試みられた。背景

には、高等（中）学校に期待された役割の変化、入学者の意識の変化、教育改革に意欲を見せ

る大学新卒の教員の存在などがあった。 
 
研究成果の概要（英文）：We have surveyed the development of science and engineering 
education at prewar higher schools, focusing on education in physics, drawing, and 
surveying during the Meiji period. The largest transition in this period occurred in 1886, 
when Education Minister Arinori Mori reformed the nationwide educational system. Minor 
reforms did not cease during the Meiji period, however, because of the shifts in the expected 
roles of higher schools, the changes in motivations of pupils, and the enthusiastic 
challenges of younger generation of teachers who had mostly been exposed to westernized 
education. 
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研究分野：総合領域 
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１．研究開始当初の背景 
旧制高等学校（東京英語学校・大阪英語学

校など、および東京大学予備門、高等中学校
を含む）に関する研究は、従来も国内外にお
いて行われてきた。しかし、その多くは、「デ
カンショ」「教養主義」という言葉に表現さ
れる旧制高等学校独特の文化、特に哲学・文

学・語学に重きを置く、戦前エリート層が広
く共有していた人文的教養を主題とするか、
主題とはしないまでもそれを前提として展
開されたものであった。旧制高等学校におけ
る自然科学系の教育は、教育史においても検
討されることはほとんどなく、また科学史・
技術史においても、著名な科学者の伝記の一
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部に高校時代の逸話が取り上げられる程度
であり、戦前期全般にわたるカリキュラムや
教科内容等の概観・変遷が検討されることは
なかった。 
 その一方で、長岡半太郎、本多光太郎、鈴
木梅太郎、仁科芳雄、朝永振一郎、湯川秀樹
ら、日本を代表する科学者たちの回想などか
らは、彼らの多くが高等学校時代に本格的な
科学の世界に触れ、将来の進路を決定するに
至ったことが述べられていた。従って、旧制
高等学校の科学教育のカリキュラムや教科
内容、および教師・生徒たちの残した資料が
物語るその実態を知ることは、戦前期の日本
の科学史に関する十全な理解を得るために
は必要不可欠であると考えられた。 
 本計画の代表者、研究分担者は、第一高等
学校旧蔵の実験機器・掛図・事務文書等の整
理と保全にあたってきたが、その過程で、第
一高等学校旧蔵の教務関係文書を用いるこ
とにより、いままで明らかにされてこなかっ
た、旧制高等学校における科学教育（初期に
は測量や図学も含む）の実態の解明を可能に
する手がかりが得られることに気づいた。ま
た、第一高等学校の卒業生からは、高等学校
時代に使用された教科書・ノートの類が現在
も寄贈され続けており、これらを詳細に検討
すれば、公式の教務文書からは窺うことので
きない教育の実態も解明できることが予想
された。 
 
２．研究の目的 
第一高等学校旧蔵資料（教務文書、教科書、

ノート、実験機器、掛図、測量・図学資料な
ど）と、新たに寄贈を受けた資料を順次整理
しながら利用し、その他の代表的な旧制高等
学校の事例も参照しながら、旧制高等学校に
おける科学教育の戦前期全般にわたる変遷
を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
(1) 駒場博物館が現有する資料のうち、未整
理のものの目録化等を行い、資料としての利
用の利便性を図る。 
(2) 『一覧』および教務文書を用いてカリキ
ュラム・教科内容の変遷を明らかにする。 
(3) 教科書、ノート、日記等を用いて教育の
実態を明らかにする。 
(4) 各種機器、掛図等の教材の利用方法を明
らかにする。 
 
４．研究成果 
 以下では、成果のうち、特に数的・内容的
な指標が明瞭なものを取り上げて記す。 
 
(1）第一高等中学校における物理学関連科目
の変遷 
 

①時間数の変遷 
第一高等中学校における物理学関連の科

目の時間数の変遷は以下の通りであった（各
年度の『第一高等中学校一覧』より)。 
 
 一年 

物理 力学 測量 

明 19 5(工医) 
5(2)(理) 

2(4)(工) 
0(理医) 

3(工理) 
0(医) 

明 21 
4 0 3(工理) 

0(医) 

明 22 
4 0 3(工理) 

0(医) 
明 27 0 0 0 
 
 ニ年 

物理 力学 測量 

明 19 
2(4)(工) 
0(理) 
2(6)(医) 

2(3)(工) 
2(理) 

0(医) 

3(工理) 
0(医) 

明 21 
2 2(工理) 

0(医) 
3(工理) 
0(医) 

明 22 3(工理) 
4(医) 

2(工理) 
0(医) 

3(工) 
0(医) 

明 27 3 0 0 
 
 三年 

物理 力学 測量 
明 19 - - - 
明 21 - - - 
明 22 - - - 

明 27 

4(工理) 
4+3(医：3
は実地演

習) 

6(工：数学

において

微積分と

ともに) 
0(理医) 

6(工) 
3(理) 
0(医) 

 
明治 21 年に一年次の物理学が 4 時間にな

っているのは、文部省令に基づく変更である。
これに対して、明治 22 年に工・理学志望で
物理学が 3 時間に、医学志望で物理学が 4 時
間に増やされている。これは、2 年次におい
て物理学の講義時間が不足していると判断
されたためであろう。次表 7 にあげるように、
明治 22 年には物理学の講義が 2 年間にわた
って実施されるように変更になっている。そ
もそも明治 19 年に第一高等中学校では、医
学志望に 6 時間、工学志望に 4 時間の時間数
をそれぞれ文部省に要望していたことから
して、当初から物理学の講義時間数が少ない
という認識があったと考えられる。また、明
治 27 年には文部省令に基づいて、物理学の
講義時間数が増え、医学志望では 3 年次の実
地測定演習が追加されている。このことは、



 

 

いわば第一高等中学校の教育方針が文部省
令に反映された形になったと言える。また、
明治 27 年には力学は物理学に統合される形
で科目としては廃止されたが、第一高等学校
においては積分とともに数学で教えられる
ことになった。このことから、それぞれ医学
では物理学が、工学では（数学としての）力
学が重視されたことがわかる（夏目賢一）。 

 
②内容の変遷 
 第一高等中学校における物理学関連科目
の内容の推移は以下の通りであった。 
 

 第一期 

明

1
9 

物理 一年 物性論、力学、音響学 
二年(医工) 実地測定演習 

力学 
一年(工) 運動学、分子力学 
二年(工) 固体力学、液体力学 
二年(理) 運動学、分子力学 

明

2
1 

物理 一年 物性論、力学、音響学 
二年 実地測定演習 

力学 一年 - 
二年(工理) 運動学、分子力学 

明

2
2 

物理 
一年 物性論、力学 

二年 光学、エレキ学、実地演

習 

力学 一年 - 
二年(工理) 運動学 

明

2
7 

数学 三年(工) 微分学、力学 

物理 

一年 - 
二年 力学、物性論 
三年 光学 
三年(医) 光学、実地演習 

 

 第二期 

明

1
9 

物理 一年 静電気学、熱学、光学 
二年(医工) 実地測定演習 

力学 
一年(工) 運動学、分子力学 
二年(工) 固体力学、液体力学 
二年(理) 力学 

明

2
1 

物理 一年 静エレキ学、熱学、光学 
二年 実地測定演習 

力学 一年 - 
二年(工理) 力学 

明

2
2 

物理 一年 静エレキ学、熱学 
二年 マグネ学、実地演習 

力学 一年 - 
二年(工理) 力学 

明

2
7 

数学 三年(工) 微分学、力学 

物理 

一年 - 
二年 物性論、音響学 
三年 エレキ学 
三年(医) エレキ学、実地演習 

 
 

 第三期 

明

1
9 

物理 一年 光学、動電気学、磁気学 
二年(医工) 実地測定演習 

力学 
一年(工) 運動学、分子力学 
二年(工) 固体力学、液体力学 
二年(理) 力学 

明

2
1 

物理 一年 光学、流動エレキ学、マ

グネ学 
二年 実地測定演習 

力学 一年 - 
二年(工理) 力学 

明

2
2 

物理 
一年 音響学、光学 

二年 エレキ、マグネ学、実地

演習 

力学 一年 - 
二年(工理) 力学 

明

2
7 

数学 三年(工) 積分学、力学 

物理 

一年 - 
二年 熱学 
三年 エレキ学 
三年(医) エレキ学、実地演習 

 
以上より、明治 22 年は、第一高等中学校

での教育が大きく変革された年であると考
えられる。物理学における科目改定はその一
端であり、一部・二部・三部制に移行したこ
とと関連して、法学や医学志望の学課改定が
進められ、校舎も本郷に移転している（夏目
賢一）。 
 
(2)図学・製図教育の変遷 
 第一高等学校およびその前身校の履修規則
を示した『一覧』からは、各学校のカリキュラムの
特徴を見ることができる。それらをもとにすると以
下の事項が指摘できる。 
 
①具体的な内容としては自在画の名称と用器画
の名称が見られる。自在画は、いわゆる絵画の
技術を学ぶもので，多くの模写や写生が行われ
た。製図を行う前に描図に必要な描画技術を修
練していたことが窺われる。 
 
②現在の図学・製図の科目にあたるのは、用器
画であり，製図用具を用いて描く図を指す。 
『東京英語学校教則』には、「幾何学罫画，幾何
学罫画及ヒ其応用」とあり、以降の用器画という
名称と異なっている。『東京大学予備門一覧』ま
でには、「用器画」といった大きな科目名のみの
記述となっているが、『第一高等中学校一覧』以
降、射影図法、陰影法、遠近法といった投影法
の記述や製造図、機械図といった図の種類が挙
げられており、教育内容が窺われる。 

用器画にあたる科目は、現在の図形科学で
扱う基本立体の各種投影法による図の作成を基
礎として教えた上で、機械図のような具体的対
象の図面作成の一部まで教育しており、応用的



 

 

側面が現在より強かったことが窺われる。 
 

③用器画にあたる科目の履修時数の変遷を見
ると、東京大学予備門までは週２時数であり、他
の理系科目に比較しても平均的な学習時間で
あったことがわかる。 
一方で、第一高等中学以降は、帝国大学の

理学系学科への進学予定者のコースと工学系
学科への進学予定者のコースが分科された。こ
の特に建設・機械等に進学を予定するコース向
けに、用器画の時数を増強していることが、時間
数を調査することにより分かる。以降、このコース
では週 30 時数程度のうち、１／４～１／３の時数
を用器画に費やしている。図面の描出が工学の
対象物の立体形状的特徴，機構的特徴の把握
に重要であったものと考えられる（横山ゆりか・安
達裕之）。 
 
(3)東京大学・帝国大学新卒者にとっての高
等（中）学校 
東京大学・帝国大学の物理学科卒業生で高

等（中）学校に勤務した者の経歴の若干を見
ることにより、同校の果たした役割の一端を
知ることができる。 
明治 17 年（1884 年）に東京大学を卒業し、

明治 19 年（1886 年）から第一高等中学校に
勤めていた山口鋭之助は、明治 30 年（1897
年）に同年設立の京都帝国大学の教授となり、
ドイツ留学を経て明治 34 年（1901 年）に理
学博士となった。 
明治 21 年（1888 年）に帝国大学を卒業し

た木村駿吉は、同年、大学院に進学したのち
第一高等中学校の嘱托教員となり、明治 23
年（1890 年）には教諭・教授に就任するが、
翌年、内村鑑三の不敬事件への関与により非
職となった。木村はアメリカに留学して明治
29 年（1896 年）にイェール大学より博士号
を取得し、同年第二高等学校教授に就任した。 
明治 23 年（1890 年）に帝国大学を卒業し

た水野敏之丞の場合には、第三高等中学校を
経て、明治 26 年（1893 年）から第一高等中
学校に勤務し、明治 31 年（1898 年）に京都
帝国大学助教授となった後、ドイツ留学を経
て明治 33 年（1900 年）に理学博士、その翌
年に教授となった。 
水野と同期の鶴田賢次は、大学を卒業する

と第一高等中学校と帝国大学理科大学の嘱
托教員となり、明治 26 年に理科大学の助教
授となった後に、明治 32 年（1899 年）にド
イツ・オランダに留学して教授に就任した。
学位の取得はその翌年である。 
高等（中）学校での勤務を続けながら学位

取得に至ることは困難であり、帝国大学に移
り、留学と相前後して学位取得・教授就任に
至ることが多い。 
一方、山口と水野は、ドイツでレントゲン

（Wilhelm Conrad Röntgen、1845－1923）

がエックス線を発見した翌年の明治 29 年、
第一高等学校（明治 27 年（1894 年）に高等
中学校は高等学校に改称）において協力して
エックス線の発生に成功し、カエルの撮影な
どに成功している。同じ実験は、帝国大学の
山川と鶴田も行い、また第三高等学校の村岡
範為馳も島津製作所の協力を得て成功して
いる。高等（中）学校であれば、博士号取得
に至るのは困難であるとしても、一定程度の、
場合によっては帝国大学並みの研究は行う
ことができたことが分かる。京都帝国大学が
創設される以前は、高等（中）学校、特に筆
頭的存在の第一高等（中）学校は、帝国大学
に次ぐ研究設備を保有していた。 
山口や水野の経歴を見ると、彼らが教員で

あった時期の高等（中）学校は、帝国大学を
卒業した新進の学者が、当時としては高度な
教育や研究に従事しながら収入を得ること
のできる場であり、結果的には、東京や京都
の帝国大学に供給しうる人材を、教育や研究
の能力を維持させながら蓄えておく場とし
ての機能を果たしていたことが理解できる。
また、木村の例をみると、これは意識された
かどうか定かではないが、帝国大学の教員を
採用する側も、高等（中）学校での勤務に、
思想上素行上等々で問題のない者であれば、
ある程度は安心して候補に含めることがで
きたであろうことが予想される。 
なお、木村は、高等中学校の教育全般に対

して意欲的な提言を行っており、その一環と
して、生徒を感化する意図をもこめて第一高
等中学校に友人の内村鑑三を招くのに尽力
したが、皮肉にもこのために自身が非職の処
分を受けることとなった。一方で、木村は教
員を務めていた時期に盛んに教科書の執
筆・翻訳を行っており、物理学教育全体に対
する貢献も大きかった。教科書執筆で得た収
入は、木村の大学院生としての生活を支えた
ほか、留学をも可能にした（岡本拓司・折茂
克哉）。 
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#ichiGer 
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